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頁

今
月
号
の
表
紙
は
、
西
九
州
新
幹
線
開
業
イ
ベ
ン
ト
で
の
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
の
様
子
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。



（1）

マグロの解体ショーの様子マグロの解体ショーを見ている来場者の様子

　
解
体
さ
れ
た
マ
グ
ロ
は
加
工
場
に
て
柵
に
加
工
し
、

整
理
券
を
受
け
取
っ
た
百
七
十
名
に
無
料
で
配
布
さ
れ

ま
し
た
。「
今
晩
お
刺
身
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
す
」

「
贅
沢
な
酒
の
肴
に
し
ま
す
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、

笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

マグロの柵を無料配布している様子

　
西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
た
こ
と
で
、
長
崎
～
博
多

間
の
所
要
時
間
が
最
速
一
時
間
二
十
分
と
な
り
、
以
前

の
ル
ー
ト
よ
り
約
三
十
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
本
県
を
訪
れ
る
人
が
増
加
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
お
り
、
本
県
産
の
新
鮮
で
美
味

し
い
魚
介
類
に
舌
鼓
を
打
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

西九州新幹線「かもめ」

　
西
九
州
新
幹
線
開
業
イ
ベ
ン
ト
は
、
長
崎
青
年
経
済

六
団
体
（
長
崎
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
青
年
部
・
長

崎
県
農
協
青
年
部
協
議
会
・
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年

会
議
所
九
州
地
区
長
崎
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
・
長
崎
県
商

工
会
青
年
部
連
合
会
・
長
崎
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連

合
会
・
長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
）
と
行
政
が
連

携
し
て
設
立
さ
れ
た
西
九
州
新
幹
線
（
長
崎
～
武
雄
温

泉
）
開
業
準
備
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

JF 長崎漁連ブースの様子

　

当
イ
ベ
ン
ト
は
開
業
一
年
前
か
ら
立
案
さ
れ
、
ス

テ
ー
ジ
や
ブ
ー
ス
出
店
の
依
頼
、
当
日
の
会
場
ス
タ
ッ

フ
等
役
割
分
担
し
、
連
携
し
な
が
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
ブ
ー
ス
で
は
飲
食
物
販
売
の
他
、
各
市
町
村
が
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
長
崎
漁
連
か
ら
も
三
日
間
ブ
ー
ス
を
出
店
し
、
天

然
ぶ
り
ハ
ン
バ
ー
グ
や
剣
先
い
か
、
ま
だ
こ
等
の
冷

凍
刺
身
と
い
っ
た
冷
凍
加
工
品
や
さ
く
さ
く
い
り
こ
、

ア
ー
モ
ン
ド
小
魚
等
の
乾
製
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
夜
に
は

長
崎
県
美
術
館
に
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

が
投
影
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
、
開
業
に
合
わ
せ
て
長

濱
ね
る
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

の
航
空
シ
ョ
ー
等
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
会
場
は
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
二
日
目
に
は
、
長
崎
県
ま
ぐ
ろ

養
殖
協
議
会
に
よ
る
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
解
体
さ
れ
た
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
約
六
十
㎏

あ
り
、
そ
の
大
き
さ
と
解
体
さ
れ
て
い
く
マ
グ
ロ
を
見

て
子
供
達
は
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。
司
会
者
か
ら
「
マ

グ
ロ
は
好
き
か
な
？
」
と
の
問
い
に
多
く
の
子
供
達
が

「
は
い
！
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

さ
る
九
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
長
崎
水
辺
の
森
公
園
に
て
西
九
州
新
幹
線
の

開
業
に
合
わ
せ
て
「
西
九
州
新
幹
線
開
業
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
の
出
店

や
イ
ベ
ン
ト
運
営
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
等
が
行
わ
れ
、
三
日
間
で
合
計
約
四
万
人
の
来
場

が
あ
り
ま
し
た
。

西
九
州
新
幹
線
開
業
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

西
九
州
新
幹
線
開
業
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

長
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

長
崎
県
ま
ぐ
ろ
養
殖
協
議
会



（2）

マグロの解体ショーの様子マグロの解体ショーを見ている来場者の様子

　
解
体
さ
れ
た
マ
グ
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は
加
工
場
に
て
柵
に
加
工
し
、

整
理
券
を
受
け
取
っ
た
百
七
十
名
に
無
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で
配
布
さ
れ

ま
し
た
。「
今
晩
お
刺
身
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
す
」

「
贅
沢
な
酒
の
肴
に
し
ま
す
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、

笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

マグロの柵を無料配布している様子

　
西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
た
こ
と
で
、
長
崎
～
博
多

間
の
所
要
時
間
が
最
速
一
時
間
二
十
分
と
な
り
、
以
前

の
ル
ー
ト
よ
り
約
三
十
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
本
県
を
訪
れ
る
人
が
増
加
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
お
り
、
本
県
産
の
新
鮮
で
美
味

し
い
魚
介
類
に
舌
鼓
を
打
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

西九州新幹線「かもめ」
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当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
さ
か
な
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
鮮
魚
販
売
や
様
々
な
催
し
が
中
止
に
な
る
等
、

規
模
を
縮
小
し
た
形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
養
殖
マ
グ
ロ
・
ヒ
ラ
マ
サ
の
刺
身
試
食
会
や
く
じ
ら

雑
煮
の
試
食
会
が
実
施
さ
れ
整
理
券
を
求
め
る
来
場
者

で
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
当
祭
り
の
人
気
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
「
お
魚
す
く
い
捕
り
」「
模
擬
せ
り
」
は

会
場
を
離
す
等
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
ブ
ー
ス
で
は
、「
パ
ネ
ル
展
示
」「
マ
ダ
イ
の
重

量
当
て
ク
イ
ズ
」
の
他
、
長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合

会
に
よ
る「
煮
干
の
水
族
館
」
長
崎
市
水
産
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し「
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
『
パ
ネ
ル
展
示
』
で
は
長
崎
県
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
サ

イ
ト
「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
長
崎
県

が
漁
業
の
魅
力
を
伝
え
る
動
画
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
展

示
し
ま
し
た
。

パネル展示の様子

第
三
十
九
回
長
崎
さ
か
な
祭
り

第
三
十
九
回
長
崎
さ
か
な
祭
り

総
務
指
導
部
　
指
導
課

　

さ
る
十
月
九
日
に
長
崎
魚
市
場
に
て
本
県
水
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、『
第

三
十
九
回
長
崎
さ
か
な
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
水
産
加
工
品
が
格
安

で
販
売
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
会
場
に
は
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
約
一
万
五
千
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

オープニングセレモニーの様子



（4）
　
『
煮
干
の
水
族
館
』
は
、
十
一
種
類
の
魚
が
載
っ
た

用
紙
に
沿
っ
て
煮
干
を
見
つ
け
出
す
と
い
う
催
し
で
、

老
若
男
女
問
わ
ず
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
特
に

子
供
か
ら
の
人
気
が
高
く
、
魚
を
必
死
に
探
し
出
す
姿

は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

煮干しの水族館の様子

　
『
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
』
は
プ
ー
ル
に
入
れ
た
ナ
マ
コ
や

ヒ
ト
デ
な
ど
に
自
由
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
催
し
で

す
。
最
初
は
恐
る
恐
る
触
っ
て
い
た
子
供
達
も
慣
れ
る

と
手
の
ひ
ら
に
置
い
た
り
、
持
ち
上
げ
た
り
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

タッチプールの様子

　
『
マ
ダ
イ
の
重
量
当
て
ク
イ
ズ
』
で
は
三
キ
ロ
前
後

の
マ
ダ
イ
を
展
示
し
、
午
前
と
午
後
の
二
回
に
分
け
て

行
い
ま
し
た
。
投
票
用
紙
を
も
ら
う
た
め
に
長
蛇
の
列

が
で
き
、
午
前
・
午
後
で
三
百
枚
ず
つ
用
意
し
て
い
た

投
票
用
紙
が
瞬
く
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。
投
票
用
紙

を
受
け
取
っ
た
来
場
者
は
と
て
も
真
剣
な
面
持
ち
で
、

両
手
を
広
げ
て
測
っ
た
り
、
指
を
使
っ
て
長
さ
を
測
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
例
年
で
は
当
選
者
の
発
表
を
投
票
者
が
一
堂
に
会
し
、

マ
イ
ク
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は

密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ボ
ー
ド
に
当
選
番
号
を
掲
示
し

て
発
表
し
ま
し
た
。
当
選
者
が
発
表
さ
れ
る
と
喜
び
の

声
と
落
胆
の
溜
息
が
入
り
混
じ
り
、
重
量
が
一
番
近

か
っ
た
投
票
者
へ
展
示
し
て
い
た
大
マ
ダ
イ
を
景
品
と

し
て
渡
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
～
十
五
位
に
一
キ
ロ
前

後
の
養
殖
マ
ダ
イ
を
景
品
と
し
て
渡
し
ま
し
た
。
当
選

者
は
笑
顔
で
帰
路
に
つ
き
大
変
好
評
で
し
た
。

　
『
長
崎
さ
か
な
祭
り
』
は
魚
食
普
及
や
長
崎
の
水
産

物
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
毎
年
長
崎
魚
市
に
て
開
催
さ

れ
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非

お
越
し
下
さ
い
。

午前の部で１番近かった当選者
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本
会
が
運
営
す
る
『
長
崎
漁
連
ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
』
は
こ
の
度
サ
イ
ト
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
い
、

ネ
ッ
ト
通
販
を
利
用
し
て
産
地
か
ら
水
産
物
を
直
接
取

り
寄
せ
た
り
、
贈
り
物
と
し
て
送
っ
た
り
す
る
消
費
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ス
マ
ホ
世
代
と
言
わ

れ
る
若
い
人
た
ち
に
も
っ
と
当
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
思
い
で
サ
イ
ト
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
従
来
の
サ
イ
ト
ペ
ー
ジ
よ
り
画
像
を
大
き
く
す
る
こ

と
で
商
品
の
形
態
が
よ
り
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
本
会
が
お
す
す
め
す
る
季
節
に
合
っ
た
商
品

や
新
商
品
な
ど
ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
す
る
お

客
様
の
目
に
留
ま
り
や
す
い
よ
う
な
配
置
に
変
更
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
開
設
し
、
商
品
情
報
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

情
報
な
ど
を
随
時
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
販
売
中

の
「
長
崎
産
大
き
な
ア
ジ
フ
ラ
イ
」
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
投

稿
す
る
と
、
そ
の
効
果
も
あ
り
大
変
多
く
の
方
に
ご
注

文
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
様
々
な
情
報
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、
検
索
く
だ
さ
い
！

　
長
崎
漁
連
ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
十
二
月
末
ま

で
「
長
崎
よ
か
も
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
第
四
弾
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
第
四
弾
で
は
通
常
価
格
か
ら
一
割

引
き
、
割
引
後
の
購
入
金
額
が
二
千
円
以
上
で
送
料
無

料
と
な
る
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

長
崎
漁
連
ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

長
崎
漁
連
ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！  

リニューアルページ

事
業
推
進
部
　
営
業
課
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北
海
道
函
館
市
内
に
お
い
て
、
全
国
漁
港
漁
場
協
会

主
催
の
も
と
、
第
七
十
一
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
三
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
本
大
会
で
は
、
全
国
の
水
産
関

係
者
約
千
四
百
名
が
参
加
し
、
政
府
や
国
に
対
し
、
漁

港
の
生
産
・
流
通
機
能
の
強
化
、
大
規
模
災
害
に
備
え

た
強
靱
化
を
求
め
る
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
崎
県
か
ら
は
水
産
関
係
者
約
七
十
名
が
、

前
日
十
八
日
に
登
別
漁
港
を
視
察
し
、
翌
十
九
日
に
本

大
会
へ
参
加
し
ま
し
た
。

【
登
別
漁
港
　
視
察
】

　
登
別
市
・
白
老
郡
白
老
町
に
ま
た
が
り
位
置
す
る
登

別
漁
港
は
、そ
の
利
用
範
囲
が
全
国
的
な
も
の
と
し
て

第
三
種
漁
港
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
漁
港
内
の
第
一

港
区
か
ら
第
三
港
区
の
う
ち
、第
二
港
区
と
第
三
港
区
は
、

岸
壁
に
沿
っ
て
漁
船
の
荷
揚
げ
等
の
た
め
の
屋
根
が
建

設
さ
れ
て
お
り
、衛
生
管
理
型
荷
捌
き
施
設
と
し
て
稼

働
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
は
第
一
港
区
も
岸
壁

屋
根
が
整
備
さ
れ
、屋
根
付
き
岸
壁
と
衛
生
管
理
荷
捌

所
と
の
一
体
施
設
と
し
て
、陸
揚
げ
か
ら
出
荷
ま
で
一
貫

し
た
品
質
・
衛
生
管
理
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

当
漁
港
に
は「
い
ぶ
り
中
央
漁
協
」が
所
在
し
、刺
網
漁

業
に
よ
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
や
定
置
網
漁
業
に
よ
る
サ
ケ

が
中
心
に
水
揚
げ
さ
れ
て
お
り
、屋
根
付
き
岸
壁
は
、日

射
防
止
に
よ
る
鮮
度
保
持
や
鳥
糞
等
の
異
物
混
入
防
止
、

積
雪
時
の
作
業
効
率
化
等
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

第
七
十
一
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
が
開
催

第
七
十
一
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
が
開
催

総
務
指
導
部
　
指
導
課

　

さ
る
十
月
十
九
日
、北
海
道
函
館
市
の
函
館
ア
リ
ー
ナ
で「
第
七
十
一
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

登別漁港　視察の様子



（7）

【
第
七
十
一
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
】

【
議
事
】

　
「
令
和
五
年
漁
港
・
漁
村
・
海
岸
整
備
予
算
の
確
保

に
関
す
る
件
」
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
重
県
漁
港
漁
場
協
会
会
長　
前
葉
泰
幸
氏
よ
り
提

案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
次
の
四
項
目
の
実
現
を
強
く

求
め
る
も
の
と
し
、
関
連
し
て
、
水
産
業
振
興
、
地
域

活
性
化
に
向
け
た
各
地
の
取
り
組
み
が
三
例
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

一
、�

水
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
漁
港
の
生
産
・

流
通
機
能
強
化
や
増
養
殖
の
推
進

一
、�

海
洋
環
境
の
変
化
に
適
合
し
た
漁
場
整
備
に
よ
る

水
産
資
源
の
回
復
や
生
産
力
強
化
の
推
進

一
、�

大
規
模
災
害
に
備
え
た
漁
港
・
漁
村
・
海
岸
の
強

靭
化
対
策
、
長
寿
命
化
対
策
の
推
進

一
、�

地
域
資
源
・
人
材
の
活
用
や
漁
港
の
多
様
な
利
用

に
よ
る
海
業
の
振
興
と
漁
村
活
性
化
の
推
進

【
取
組
事
例
の
発
表
】

・
海
を
つ
な
ぐ
女
た
ち
の
風
お
こ
し

　
（
津
軽
海
峡
マ
グ
ロ
女
子
会

　

青
森
側
と
り
ま
と
め
役　
島　
　
康
子

　

北
海
道
側
と
り
ま
と
め
役　
工
藤　
夏
子
）

・
境
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
と
観
光
と
の
連
携
に
つ
い
て

　
（
鳥
取
県
境
港
市
産
業
部
部
長　
柏
木　
頼
文
）

・�

魚
礁
と
一
体
的
に
機
能
す
る
増
殖
礁
設
置
場
所
と
し

て
の
活
用

　
（
愛
媛
県
今
治
市
産
業
部
部
長　
若
宮　
　
浩
）

　
以
上
の
提
案
理
由
を
も
っ
て
、
付
議
議
案
は
満
場
一

致
に
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
採
択
さ
れ
た
内
容
は
、
わ
が
国
水
産
業
の
健

全
な
発
展
、
並
び
に
漁
村
の
総
合
的
な
振
興
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
い
ず
れ
も
重
要
な
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

採
択
さ
れ
た
内
容
を
提
言
と
し
て
、
政
府
、
国
会
そ
の

他
各
方
面
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
つ
い
て
満
場
一
致
の

賛
同
を
得
て
、
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
第
七
十
二
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
は
、
令
和

五
年
十
月
十
八
日
に
東
京
都
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

第七十一回全国漁港漁場大会の様子
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本
校
水
産
科
で
は
、
授
業
の
一
環

で
あ
る
課
題
研
究
と
し
て
水
産
物
を

原
料
に
様
々
な
商
品
を
開
発
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
流
通
が

低
迷
し
た
ト
ラ
フ
グ
を
用
い
た
商
品

開
発
を
行
い
「
長
崎
県
特
産
品
新
作

展
」
の
水
産
加
工
部
門
に
出
品
し
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
年
は

昨
年
と
趣
向
を
変
え
て
缶
詰
開
発
に

挑
戦
し
、
高
校
生
が
地
域
と
連
携
し

な
が
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
詰
を
開
発
す

る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
「
Ｌ
ｏ
ｃ

ａ
ｌ 

Ｆ
ｉ
ｓ
ｈ　

Ｃ
ａ
ｎ
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
２
２
」
に
出
品
し
ま
し
た
。

　
缶
詰
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
課
題
魚

の
選
定
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
本
校

近
く
の
定
置
網
で
水
揚
げ
さ
れ
る
ウ

ス
バ
ハ
ギ
を
地
元
漁
業
者
さ
ん
か
ら

紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
解
決
の
糸

口
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本

産
魚
大
辞
典
で
ウ
ス
バ
ハ
ギ
の
別
名

が
「
ナ
ガ
サ
キ
イ
ッ
カ
ク
ハ
ギ
」
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、
地
元
の
名
前
の

付
い
た
魚
を
自
分
た
ち
が
商
品
化
す

る
こ
と
で
、
長
崎
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
と

し
て
全
国
に
発
信
で
き
る
と
考
え
、

課
題
魚
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
原
料
で
あ
る
魚
の
調
達
に
は
定
置

網
漁
業
者
さ
ん
に
協
力
を
依
頼
し
、

缶
詰
製
造
業
者
さ
ん
と
何
度
も
試
作

を
重
ね
ま
し
た
。
初
め
は
、
長
崎
の

特
産
で
あ
る
皿
う
ど
ん
の
具
の
商
品

化
を
目
指
し
缶
詰
開
発
に
着
手
し
ま

し
た
が
、
魚
の
特
性
を
生
か
し
き
れ

ず
魚
の
味
が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
方
針
を
変
更
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
、
最
終
的
に
は
開

発
し
た
調
味
液
に
和
食
の
醤
油
・
中

華
の
八
角
・
洋
食
の
バ
タ
ー
を
加
え

る
こ
と
で
、
歴
史
的
に
海
外
と
の
交

流
が
盛
ん
な
長
崎
な
ら
で
は
の
食
文

化
を
表
現
し
、
よ
り
イ
ン
パ
ク
ト
を

出
す
た
め
「
＃
ナ
ガ
サ
キ
イ
ッ
カ
ク

ハ
ギ
の
わ
か
ら
ん（
和
華
蘭
）缶
詰
」

と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
缶
詰
が
完
成
し
ま

し
た
。

　
同
大
会
は
、
動
画
に
よ
る
一
次
審

査
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
二
次
審
査
（
予
選
大

会
）
が
行
わ
れ
、
本
校
は
一
次
審
査
、

二
次
審
査
を
無
事
に
通
過
し
決
勝
大

会
へ
進
む
十
校
に
残
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
決
勝
大
会
（
全
国
大
会
）
で
は
、

味
付
け
は
も
ち
ろ
ん
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

や
ネ
ー
ミ
ン
グ
等
も
含
め
た
商
品
と

し
て
の
完
成
度
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
内
容
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

の
活
動
発
信
が
審
査
対
象
と
な
り
、

本
校
は
「
ベ
ス
ト
ス
ト
ー
リ
ー
賞
」

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
は
缶
詰
製
造
を
快
く
引

き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
業
者
さ
ん
や

原
料
調
達
に
協
力
し
て
頂
い
た
漁
業

者
さ
ん
、
製
造
過
程
に
お
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
い
た
長
崎
県
総
合
水
産

試
験
場
さ
ん
等
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
す
。

　
現
在
、
長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場

と
ウ
ス
バ
ハ
ギ
人
工
種
苗
を
用
い
た

養
殖
技
術
と
利
用
方
法
を
共
同
研
究

し
て
お
り
、
今
後
の
長
崎
県
の
水
産

業
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
Ｆ
ｉ
ｓ
ｈ
Ｃ
ａ
ｎ
グ
ラ
ン
プ
リ

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
Ｆ
ｉ
ｓ
ｈ
Ｃ
ａ
ｎ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
２
２
決
勝
大
会
が
開
催

２
０
２
２
決
勝
大
会
が
開
催

長
崎
県
立
長
崎
鶴
洋
高
等
学
校

　

さ
る
十
月
十
日
に
東
京
都
渋
谷
区
に
あ
る
渋
谷
イ
ー
ス
ト
一
階
に
て「
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｆ
ｉ
ｓ
ｈ 

Ｃ
ａ
ｎ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
２
決
勝
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。予
選
を
勝
ち
抜
い
た
十
チ
ー

ム
に
本
校
が
選
出
さ
れ
「
ベ
ス
ト
ス
ト
ー
リ
ー
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

商品開発を行った生徒商品開発した缶詰受賞の様子
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は
じ
め
に

　
養
殖
ト
ラ
フ
グ
の
白
子
は
主
に
一
月
以
降
に
発
達
し
、

ト
ラ
フ
グ
需
要
の
ピ
ー
ク
と
な
る
十
二
月
に
白
子
が
大

き
く
な
る
も
の
は
稀
で
す
。
そ
の
た
め
、
十
二
月
に
大

き
な
白
子
（
百
グ
ラ
ム
程
度
）
を
持
っ
て
い
る
個
体
は

特
に
高
値
で
取
引
き
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
フ

グ
を
白
子
早
熟
と
呼
び
ま
す
が
、
白
子
早
熟
は
遺
伝
的

な
形
質
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
長
崎
県
の
ト
ラ
フ
グ
養
殖
は
、
生
産
量
が
全
国
一
位

で
約
五
十
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
、
本
県
の
重
要
な
産
業

で
す
。
し
か
し
、
長
引
く
魚
価
の
低
迷
や
餌
料
等
生
産

コ
ス
ト
の
増
大
が
、

養
殖
経
営
を
圧
迫
し

て
い
ま
す
。

　

総
合
水
試
で
は
、

厳
し
い
経
営
状
況
を

改
善
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
技
術
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
と

し
て
、
白
子
早
熟
ト

ラ
フ
グ
の
育
種
（
遺

伝
的
に
優
れ
た
形
質

を
持
っ
た
ト
ラ
フ
グ

を
品
種
化
す
る
こ

と
）
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
平
成

二
十
八
年
度
か
ら

は
、
農
研
機
構
生
研

支
援
セ
ン
タ
ー
の 

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
強
化
研
究
推
進

事
業
（
以
下
、
イ
ノ
ベ
事
業
）」
に
参
画
し
、
東
京
大

学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
最
先
端
の
育
種
技
術
（
ゲ

ノ
ミ
ッ
ク
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
法
）
を
用
い
た
「
高
成
長
で

あ
り
、
な
お
か
つ
白
子
早
熟
な
ト
ラ
フ
グ
系
統
（
以

下
、
高
成
長
白
子
早
熟
系
統
）」
の
育
種
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
令
和
三
年
度
ま
で

に
、
白
子
重
量
が
平
均
で
百
二
十
グ
ラ
ム
に
な
る
系
統

の
作
出
に
成
功
し
て
い
ま
す
（
表
一
）。

　

令
和
四
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
白
子
が
発
達
し
や

す
い
系
統
の
育
種
を
進
め
る
と
と
も
に
、
研
究
課
題

を
拡
充
し
て
、
引
き
続
き
イ
ノ
ベ
事
業
（
課
題
番
号

04017C1　
令
和
四
年
度
～
令
和
八
年
度
）
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
、
そ
の
概
要

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
高
成
長
白
子
早
熟
系
統
の
改
良
】

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
ト
ラ
フ
グ
高
成
長
白
子
早
熟

系
統
の
選
抜
育
種
に
取
り
組
み
、
十
二
月
の
平
均
白
子

重
量
百
二
十
グ
ラ
ム
の
系
統
を
作
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
令
和
四
年
度
以
降
も
さ
ら
に
選
抜
を
進
め
、

事
業
最
終
年
度
の
令
和
八
年
度
に
は
、「
養
殖
二
年
目

の
十
二
月
中
に
雄
の
八
割
が
商
品
価
値
の
あ
る
百
グ
ラ

ム
程
度
の
白
子
を
持
つ
ト
ラ
フ
グ
品
種
」
の
作
出
を
目

指
し
ま
す
。

【
高
成
長
白
子
早
熟
系
統
の
全
雄
化
と
普
及
】

　
総
合
水
試
で
は
、
選
択
的
に
雄
の
ト
ラ
フ
グ
を
生
産

す
る
「
全
雄
ト
ラ
フ
グ
作
出
技
術
」
を
平
成
二
十
七
年

に
確
立
し
ま
し
た
。
こ
の
技
術
を
用
い
て
高
成
長
白
子

早
熟
系
統
の
全
雄
ト
ラ
フ
グ
を
生
産
す
れ
ば
、
よ
り
効

率
的
に
白
子
の
発
達
し
や
す
い
ト
ラ
フ
グ
を
生
産
す
る

養
殖
ト
ラ
フ
グ
の
ゲ
ノ
ム
選
抜
育
種
に
つ
い
て

養
殖
ト
ラ
フ
グ
の
ゲ
ノ
ム
選
抜
育
種
に
つ
い
て

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
　
種
苗
量
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
　
魚
類
科

白子早熟トラフグの白子表１　選抜育種による白子重量の改良結果

世代 平均白子重量（ɡ）

Ｈ27 年産 67

Ｈ30 年産 94

Ｒ２年産 120
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こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
（
図
一
）。
ま
た
、
全
雄
種

苗
で
は
、
市
場
に
出
回
る
個
体
が
全
て
雄
で
あ
る
た
め
、

同
じ
系
統
の
雌
は
流
通
し
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
優
れ

た
全
雄
個
体
を
入
手
し
て
も
、
そ
の
子
供
を
作
出
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
県
外
や
海
外
へ
の
系
統
の
流

出
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
事
業
で
は
、
将
来
的
に
「
十
二
月
中
に
八
割
の
魚

が
百
グ
ラ
ム
程
度
の
白
子
を
持
つ
よ
う
な
全
雄
種
苗
」

を
作
出
し
、
こ
れ
を
長
崎
県
内
の
種
苗
生
産
お
よ
び
養

殖
現
場
に
普
及
す
る
こ
と
を
最
終
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
目
標
達
成
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
た

め
、
そ
の
途
中
に
お
い
て
も
高
成
長
白
子
早
熟
個
体
を

段
階
的
に
全
雄
化
し
て
現
場
へ
と
普
及
し
て
い
く
計
画

で
す
。

【
や
せ
病
耐
性
系
統
の
作
出
】

　
近
年
西
日
本
各
地
の
ト
ラ
フ
グ
養
殖
現
場
に
お
い

て
「
粘
液
胞
子
虫
性
や
せ
病
」
に
よ
る
被
害
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
疾
病
は
、
魚
か
ら
魚
へ
直
接
感
染

し
、
有
効
な
治
療
法
が
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
被
害

の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
令
和
四
年
度
か
ら
イ
ノ
ベ
事
業
の
課
題
と
し

て
、
高
成
長
白
子
早
熟
系
統
の
選
抜
育
種
と
同
様
に
ゲ

ノ
ミ
ッ
ク
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
法
を
活
用
し
て
、
粘
液
胞
子

虫
性
や
せ
病
に
対
し
て
耐
性
を
有
す
る
ト
ラ
フ
グ
系
統

の
作
出
に
着
手
し
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　
総
合
水
試
で
は
、
ト
ラ
フ
グ
高
成
長
白
子
早
熟
系
統

等
の
選
抜
育
種
を
継
続
し
、
県
内
の
養
殖
現
場
に
段
階

的
に
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

　
長
崎
県
独
自
の
品
種
と
し
て
、
養
殖
ト
ラ
フ
グ
産
業

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
県
内
の
種
苗
生
産
現
場

お
よ
び
養
殖
現
場
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

技
術
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
担
当　
森　
　
寛
太
）

図 1　早熟性を有した全雄種苗の作出
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